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か
み
の
か
わ
議
会
だ
よ
り「
ぎ
か
い
か
ら
未
来

へ
」を
最
後
ま
で
ご
一
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

前
号
よ
り
愛
称
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、町
民
の

皆
様
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
と
な
る

よ
う
刷
新
し
ま
し
た
が
、高
評
価
の
声
を
頂
き
、

一
層
編
集
へ
の
意
欲
が
高
ま
り
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
は
、一
般
会
計
・

特
別
会
計
補
正
予
算
等
に
つ
い
て
、慎
重
に
審

議
・
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、一
般
質
問
で
は
、九
名
が
登
壇
し
て
論

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、議
会
の
活
性
化
が
図
ら
れ

ま
し
た
。議
会
だ
よ
り
に
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、全
内
容
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
も
、更
に
充
実
し
た
内
容
で
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
隅
内
）

編
集
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報
委
員
会
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員
長

　
　松
本
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明
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長
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村
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員

　
　小
川

　公
威

答えは、次の「かみのかわ議会だより（11月発行）」を見てね！　次の号もお楽しみに♪

読んで答えを見つけよう！

？？ ？？
？
？ ？

？
？
？
？？

？ ？
クイズ！！

　今月号のどこかのページ
に答えが載ってるよ！何問
わかるかな？

ぎかいから未来へ

かみのかわ  議会だより
KAMINOKAWA
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令和6年8月

消防ポンプ自動車の金額は、      　　　　　万円！第 1 問

議場見学に来てくれたのは、小学      年生！第 4 問

第 5 問

第 2 問 ６月定例会の会期日程は、  　　  日間！

６月定例会の傍聴者数は、   　　  人！　第 3 問

接種



定例会会期報告をする
海老原議会運営委員長

補 正 予 算

令和６年第３回町議会定例会が５月３１日～６月１１日の1２日間の会期で開催され、人事、条例、
補正予算等に関する議案について審議を行いました。
（採決の結果は、一覧を８ページに掲載）

町議会定例会
令和６年

母
体
保
護
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
に
よ
り
、特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
、
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
が
改
正

と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
議
案
第
44
号

上
三
川
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正

に
伴
い
、
所
用
の
規
定
の
整
理
を
行
う

た
め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
41
号

上
三
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て令

和
６
年
５
月
６
日
付
け
で
上
三
川

町
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
を
設
置
し

た
こ
と
に
伴
い
、
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
42
号

上
三
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備

基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
重
大
な
災

害
が
発
生
し
、
若
し
く
は
発
生
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
箇
所
又
は
そ
の
周
辺
に
お

い
て
、
災
害
応
急
作
業
等
に
従
事
す
る

職
員
に
対
し
手
当
を
支
給
す
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
40
号

上
三
川
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

特
例
臨
時
接
種
の
実
施
に
係
る
予
防
接

種
医
の
報
酬
の
特
例
を
廃
止
す
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
43
号

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
　

条
例
改
正

【
町
長
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
】

承

　認

諮

　問

財
産
取
得

議
案
第
35
号
か
ら
第
37
号
ま
で
は
、

「
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

◆
議
案
第
35
号

上
三
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
関

す
る
専
決
処
分

同

　意

町
民
税
の
特
別
税
額
控
除
の
実
施
に

伴
う
規
定
の
整
備
や
、
土
地
に
係
る
固

定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
の
特
例
期

間
の
延
長
等
を
行
う
た
め
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
議
案
第
37
号

上
三
川
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

改
正
に
関
す
る
専
決
処
分

土
地
に
係
る
都
市
計
画
税
の
負
担
調

整
措
置
等
の
特
例
期
間
の
延
長
や
、
引

用
条
項
を
整
理
す
る
た
め
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
議
案
第
39
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
人
権
擁
護
委
員
の
北
條
久
男
氏
（
大

字
上
三
川
）
の
再
推
薦
に
つ
い
て
、
適

任
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
47
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
老
朽
化
に
伴

い
、
１
台
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

【
契
約
金
額
】

　
２
１
４
５
万
円

【
契
約
相
手
】　

合
資
会
社
　
渡
辺
商
店

◆
議
案
第
36
号

上
三
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
関
す
る
専
決
処
分

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
限
度
額

及
び
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
措
置

に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の
基
準
額
を
変

更
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
38
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て７

月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

候
補
者
と
し
て
、
秋
山
正
徳
氏
（
大
字

鞘
堂
）
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

町
長
の
専
決
処
分
と
は
・
・
・

「
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ

い
て
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
、
地
方
公
共
団
体

の
長
（
町
長
）
は
、
そ
の
議
決
す

べ
き
事
件
を
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
き

や
ま

ま
さ

の
り

ほ
う
じ
ょ
う 

ひ
さ
お

第3回
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定例会会期報告をする
海老原議会運営委員長

補 正 予 算

令和６年第３回町議会定例会が５月３１日～６月１１日の1２日間の会期で開催され、人事、条例、
補正予算等に関する議案について審議を行いました。
（採決の結果は、一覧を８ページに掲載）

町議会定例会
令和６年

母
体
保
護
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改

正
す
る
内
閣
府
令
に
よ
り
、特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

並
び
に
、
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
が
改
正

と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
議
案
第
44
号

上
三
川
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

公
益
信
託
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正

に
伴
い
、
所
用
の
規
定
の
整
理
を
行
う

た
め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
41
号

上
三
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て令

和
６
年
５
月
６
日
付
け
で
上
三
川

町
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
プ
ラ
ザ
を
設
置
し

た
こ
と
に
伴
い
、
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
42
号

上
三
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備

基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
重
大
な
災

害
が
発
生
し
、
若
し
く
は
発
生
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
箇
所
又
は
そ
の
周
辺
に
お

い
て
、
災
害
応
急
作
業
等
に
従
事
す
る

職
員
に
対
し
手
当
を
支
給
す
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
40
号

上
三
川
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

特
例
臨
時
接
種
の
実
施
に
係
る
予
防
接

種
医
の
報
酬
の
特
例
を
廃
止
す
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
43
号

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
　

条
例
改
正

【
町
長
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
】

承

　認

諮

　問

財
産
取
得

議
案
第
35
号
か
ら
第
37
号
ま
で
は
、

「
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で
す
。

◆
議
案
第
35
号

上
三
川
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
関

す
る
専
決
処
分

同

　意

町
民
税
の
特
別
税
額
控
除
の
実
施
に

伴
う
規
定
の
整
備
や
、
土
地
に
係
る
固

定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
の
特
例
期

間
の
延
長
等
を
行
う
た
め
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
議
案
第
37
号

上
三
川
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

改
正
に
関
す
る
専
決
処
分

土
地
に
係
る
都
市
計
画
税
の
負
担
調

整
措
置
等
の
特
例
期
間
の
延
長
や
、
引

用
条
項
を
整
理
す
る
た
め
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
議
案
第
39
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
人
権
擁
護
委
員
の
北
條
久
男
氏
（
大

字
上
三
川
）
の
再
推
薦
に
つ
い
て
、
適

任
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
議
案
第
47
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
老
朽
化
に
伴

い
、
１
台
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

【
契
約
金
額
】

　
２
１
４
５
万
円

【
契
約
相
手
】　

合
資
会
社
　
渡
辺
商
店

◆
議
案
第
36
号

上
三
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
関
す
る
専
決
処
分

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
限
度
額

及
び
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
措
置

に
係
る
軽
減
判
定
所
得
の
基
準
額
を
変

更
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
38
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て７

月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

る
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

候
補
者
と
し
て
、
秋
山
正
徳
氏
（
大
字

鞘
堂
）
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

町
長
の
専
決
処
分
と
は
・
・
・

「
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
つ

い
て
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め

議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
、
地
方
公
共
団
体

の
長
（
町
長
）
は
、
そ
の
議
決
す

べ
き
事
件
を
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
き

や
ま

ま
さ

の
り

ほ
う
じ
ょ
う 

ひ
さ
お

第3回

議案番号 会　計　名 補正前の予算額 補　正　額 補正後の予算額

第45号 一般会計
（補正第１号） 141億4,800万円 2,690万4千円 141億7,490万4千円

議案番号 会　計　名 補正前の予算額 補　正　額 補正後の予算額

第46号
国民健康保険
事業特別会計
（補正第1号）

28億9,500万円 267万円 28億9,767万円

【内容】
（歳入）児童福祉費補助金、土地売払収入、財政調整基金繰入金の増額、児童福祉費負担金の減額など
（歳出）子どものための教育・保育給付費、企業誘致奨励金交付事業費、宝くじ助成事業費補助金の増額など

【内容】
（歳入）社会保障・税番号システム整備費補助金の増額など
（歳出）システム改修・更新費の増額など
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【
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て
】

報

　告

上
三
川
地
内
に
お
い
て
、
町
職
員
が

町
有
自
動
車
に
乗
車
す
る
際
、
強
風
の

影
響
で
ド
ア
が
全
開
に
開
い
て
し
ま
い
、

隣
に
駐
車
し
て
い
た
相
手
方
車
両
に
ド

ア
が
接
触
し
、
当
該
車
両
の
側
面
を
損

傷
さ
せ
た
事
故
に
つ
い
て
、
和
解
が
成

立
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
繰
越
事
業
の
報
告
】

令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
経
費
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分

と
は
・
・
・

「
議
会
の
権
限
に
属
す
る
簡
易
な

事
項
で
、
そ
の
議
決
に
よ
り
特
に

指
定
し
た
も
の
は
、
地
方
公
共
団

体
の
長
（
町
長
）
に
お
い
て
、
専

決
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。

継
続
費
と
は
・
・
・

「
事
業
の
実
施
に
数
年
間
の
期
間

が
必
要
と
な
る
場
合
に
、
経
費
の

総
額
及
び
年
割
額
を
定
め
、
数
年

度
に
わ
た
っ
て
支
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

継
続
費
繰
越
は
、「
各
年
度
に
設

定
し
た
継
続
費
の
執
行
残
額
に
つ

い
て
、
最
終
年
度
ま
で
繰
り
越
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。

繰
越
明
許
費
と
は
・
・
・

「
事
業
の
性
質
上
ま
た
は
予
算
成

立
後
の
事
由
に
よ
り
、
そ
の
年
度

内
に
そ
の
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見

込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
予

算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
翌

年
度
に
限
り
繰
り
越
し
て
支
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の

で
す
。

議
員
派
遣

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修
】　

○
日
　
程 

 

令
和
６
年
７
月
16
日
・
17
日

○
研
修
先 

 

岩
手
県
紫
波
町
、
矢
巾
町

○
目
　
的 

 

町
公
式
ア
プ
リ
に
つ
い
て

○
派
遣
議
員 

田
﨑
幸
夫
、
松
本
信
明

 
 

 

鶴
見
典
明
、
海
老
原
友
子

 
 

 

田
村
稔
、
稲
見
敏
夫

 
 

 

稲
川
洋

し

わ

ち
ょ
う
　
　

や

は
ば
ち
ょ
う

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修
】　

○
日
　
程 

 

令
和
６
年
10
月
８
日
・
９
日

○
研
修
先 

 

群
馬
県
川
場
村
、
前
橋
市

○
目
　
的 

 

「
道
の
駅
」
に
つ
い
て

○
派
遣
議
員 

志
鳥
勝
則
、
篠
塚
啓
一

 
 

 

隅
内
和
男
、
上
村
康
幸

 
 

 

勝
山
修
輔
、
津
野
田
重
一

 
 

 

小
川
公
威 か

わ

ば

む
ら
　
　
ま
え

ば
し

し

事　業　名 継続費の総額 令和５年度
継続費予算現額

支出済額及び
支出見込額

令和６年度への
繰越額

食缶洗浄機改修事業 3,882万5千円 1,553万円 0円 1,553万円

◆報告第２号
令和 5年度上三川町一般会計予算継続費繰越計算書について

事　業　名 事　業　費 令和６年度への
繰越額

ネットワークシステム整備事業 6,806万1千円 602万円

社会保障・税番号システム整備事業 1,686万5千円 1,252万9千円

上三川いきいきプラザ施設・設備修繕事業 524万9千円 127万6千円

生涯学習・子育て支援複合施設整備事業 4,955万3千円 4,936万2千円

新型コロナウイルスワクチン接種事業 1億1,109万2千円 125万2千円

田んぼダム整備事業 1,283万7千円 530万円

道の駅整備推進事業 2,729万8千円 2,725万3千円

道路整備事業 2億1,720万円 1億1,867万6千円

橋梁維持管理事業 9,003万3千円 1,048万3千円

河川事業 2,900万円 1,037万5千円

公園維持管理事業 1億3,229万2千円 3,569万円

民間住宅耐震改修等助成事業 200万円 200万円

◆報告第 3 号
令和 5年度上三川町一般会計予算繰越明許費繰越計算書について

（第194号）

かみのかわ議会だより　2024.8.1 4



【
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て
】

報

　告

上
三
川
地
内
に
お
い
て
、
町
職
員
が

町
有
自
動
車
に
乗
車
す
る
際
、
強
風
の

影
響
で
ド
ア
が
全
開
に
開
い
て
し
ま
い
、

隣
に
駐
車
し
て
い
た
相
手
方
車
両
に
ド

ア
が
接
触
し
、
当
該
車
両
の
側
面
を
損

傷
さ
せ
た
事
故
に
つ
い
て
、
和
解
が
成

立
し
た
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
繰
越
事
業
の
報
告
】

令
和
５
年
度
予
算
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業
の
経
費
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分

と
は
・
・
・

「
議
会
の
権
限
に
属
す
る
簡
易
な

事
項
で
、
そ
の
議
決
に
よ
り
特
に

指
定
し
た
も
の
は
、
地
方
公
共
団

体
の
長
（
町
長
）
に
お
い
て
、
専

決
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。

継
続
費
と
は
・
・
・

「
事
業
の
実
施
に
数
年
間
の
期
間

が
必
要
と
な
る
場
合
に
、
経
費
の

総
額
及
び
年
割
額
を
定
め
、
数
年

度
に
わ
た
っ
て
支
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

継
続
費
繰
越
は
、「
各
年
度
に
設

定
し
た
継
続
費
の
執
行
残
額
に
つ

い
て
、
最
終
年
度
ま
で
繰
り
越
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
も
の
で
す
。

繰
越
明
許
費
と
は
・
・
・

「
事
業
の
性
質
上
ま
た
は
予
算
成

立
後
の
事
由
に
よ
り
、
そ
の
年
度

内
に
そ
の
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見

込
み
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
予

算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
翌

年
度
に
限
り
繰
り
越
し
て
支
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の

で
す
。

議
員
派
遣

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修
】　

○
日
　
程 

 

令
和
６
年
７
月
16
日
・
17
日

○
研
修
先 

 

岩
手
県
紫
波
町
、
矢
巾
町

○
目
　
的 

 

町
公
式
ア
プ
リ
に
つ
い
て

○
派
遣
議
員 

田
﨑
幸
夫
、
松
本
信
明

 
 

 

鶴
見
典
明
、
海
老
原
友
子

 
 

 

田
村
稔
、
稲
見
敏
夫

 
 

 

稲
川
洋

し

わ

ち
ょ
う
　
　

や

は
ば
ち
ょ
う

【
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修
】　

○
日
　
程 

 

令
和
６
年
10
月
８
日
・
９
日

○
研
修
先 

 

群
馬
県
川
場
村
、
前
橋
市

○
目
　
的 

 

「
道
の
駅
」
に
つ
い
て

○
派
遣
議
員 

志
鳥
勝
則
、
篠
塚
啓
一

 
 

 

隅
内
和
男
、
上
村
康
幸

 
 

 

勝
山
修
輔
、
津
野
田
重
一

 
 

 

小
川
公
威 か

わ

ば

む
ら
　
　
ま
え

ば
し

し

事　業　名 予算計上額 令和6年度への
繰越額

中学校給水設備改修事業 1,428万9千円 752万4千円

生涯学習・子育て支援複合施設整備事業 16億9,546万円 869万1,652円

◆報告第 4 号
令和 5年度上三川町一般会計予算事故繰越繰越計算書について

事　業　名 予算計上額 令和6年度への
繰越額

水道事業施設整備費 2億5,134万1千円 7,177万5千円

◆報告第 5 号
令和 5年度上三川町水道事業会計予算繰越計算書について

事　業　名 予算計上額 令和6年度への
繰越額

公共下水道事業 1億9,368万2千円 5,098万8千円

流域下水道建設費負担金 3,401万3千円 2,105万7千円

特定環境保全公共下水道維持管理 1,092万8千円 239万8千円

◆報告第 6 号
令和 5年度上三川町下水道事業会計予算繰越計算書について

（第194号）

かみのかわ議会だより　2024.8.15



常 任 委 員 会 　 審 査 結 果 報 告常 任 委 員 会 　 審 査 結 果 報 告

総務文教常任委員会

【議案第40号】上三川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

【議案第41号】上三川町税条例の一部改正について

【議案第42号】上三川町生涯学習センター整備基金条例の廃止について

どのような作業が、災害応急作業等手当に該当するのか。問

主には、災害対策本部が設置された地方公共団体の区域に派遣された職員が行う作業です。答

公益信託に関する法律が改正されたことによる条例の改正か。問

信託財産が金銭に限らなくなったことに伴い改正するものです。答

生涯学習センター整備基金の支出額及び残余額はいくらか。問

支出額は２億6,095万8,000円、残余額は9,979万9,882円です。答

手当の上限額は。問
国の基準単価を用い、災害対策本部が設置された地方公共団体の区域に派遣された職員が
行う作業の場合は日額1,080円、夜間は100分の50を加算、立入禁止・退去命令等の出た
著しく危険な区域での作業は100分の100を加算し、上限額は2,160円です。

答

【議案第43号】特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
　　　　　　　改正について

新型コロナウイルスワクチン接種における集団接種を実施する考えは。問
新型コロナウイルスワクチン接種は、今年度から定期接種へと変更になりました。
令和5年度に特例臨時接種として実施した「秋開始接種」と同様に町医療機関による個
別接種での対応を予定しており、集団接種は実施しません。

答

【議案第44号】上三川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
   基準を定める条例の一部改正について

重要事項等の掲載にかかわるホームページ掲載費用の支援方法は。問
各園から町・栃木県を経由して国が掲載している「子ども・子育て支援情報システム」
へ重要事項等の情報を掲載することで、各園の費用負担は発生しません。答

議案第40号から議案第42号まで及び
議案第47号は、全員賛成により原案ど
おり可決いたしました。

委員会審査結果

審査結果報告をする田﨑総務文教常任委員長

所管課からの説明を受け、審議する様子

所管課からの説明を受け、審議する様子

産業厚生常任委員会

議案第43号及び議案第44号は、全員
賛成により原案どおり可決いたしまし
た。

委員会審査結果

審査結果報告をする志鳥産業厚生常任委員長

（第194号）

かみのかわ議会だより　2024.8.1 6



常 任 委 員 会 　 審 査 結 果 報 告常 任 委 員 会 　 審 査 結 果 報 告
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【議案第43号】特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部
　　　　　　　改正について

新型コロナウイルスワクチン接種における集団接種を実施する考えは。問
新型コロナウイルスワクチン接種は、今年度から定期接種へと変更になりました。
令和5年度に特例臨時接種として実施した「秋開始接種」と同様に町医療機関による個
別接種での対応を予定しており、集団接種は実施しません。

答

【議案第44号】上三川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
   基準を定める条例の一部改正について
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各園から町・栃木県を経由して国が掲載している「子ども・子育て支援情報システム」
へ重要事項等の情報を掲載することで、各園の費用負担は発生しません。答

議案第40号から議案第42号まで及び
議案第47号は、全員賛成により原案ど
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所管課からの説明を受け、審議する様子

所管課からの説明を受け、審議する様子

産業厚生常任委員会

議案第43号及び議案第44号は、全員
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一般質問とは…議員が行政全般にわたって執行機関に対し施策の状況や方針などについて  
 　　　　　　　　　 説明や報告を求めるもので、重要な議員活動の一つです。

空き家・空き店舗／
ORIGAMIのまち／
eスポーツ／公共施設／
町民サービスなどを論戦！

一般
質問

６月３日・４日　９人の議員が登壇 議会の
会議録は
こちら➡

○…賛成　×…反対

議案番号 付  議  事  件

結果 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

賛
　
成

反
　
対

議
決
結
果

隅
内
和
男

松
本
信
明

鶴
見
典
明

田
﨑
幸
夫

上
村
康
幸

篠
塚
啓
一

志
鳥
勝
則

海
老
原
友
子

勝
山
修
輔

津
野
田
重
一

田
村
　
稔

稲
見
敏
夫

小
川
公
威

第35号
町長の専決処分の承認を求めることにつ
いて（上三川町税条例の一部改正に関す
る専決処分）

13 0 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第36号
町長の専決処分の承認を求めることにつ
いて（上三川町国民健康保険税条例の一
部改正に関する専決処分）

13 0 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第37号
町長の専決処分の承認を求めることにつ
いて（上三川町都市計画税条例の一部改
正に関する専決処分）

12 1 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第38号
固定資産評価審査委員会委員の選任につき
同意を求めることについて 12 1 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第39号
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を
求めることについて 13 0 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第40号
上三川町職員の特殊勤務手当に関する条
例の一部改正について 13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第41号 上三川町税条例の一部改正について 12 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第42号
上三川町生涯学習センター整備基金条例
の廃止について 13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第43号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部改正について 13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第44号
上三川町特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について

13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第45号
令和６年度上三川町一般会計補正予算
（第１号） 12 1 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

第46号
令和６年度上三川町国民健康保険事業特
別会計補正予算（第１号） 13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第47号
財産の取得について（消防ポンプ自動
車） 13 0 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審 議 結 果 一 覧

※稲川 洋　議長（14番）は、採決に加わりません。

（第194号）

かみのかわ議会だより　2024.8.1 8



一般質問とは…議員が行政全般にわたって執行機関に対し施策の状況や方針などについて  
 　　　　　　　　　 説明や報告を求めるもので、重要な議員活動の一つです。

空き家・空き店舗／
ORIGAMIのまち／
eスポーツ／公共施設／
町民サービスなどを論戦！

一般
質問

６月３日・４日　９人の議員が登壇 議会の
会議録は
こちら➡

１．上
かみむら

村康
やすゆき

幸 議員 ………………………… P10

①廃食用油のリサイクル

②磯川緑地公園維持管理のための

　生物多様性地域戦略

③自治体広報アプリ「マチイロ」の活用

２．篠
しの

塚
づか

啓
けい

一
いち

 議員 ………………………… P10

①生沼家住宅と空き家・空き店舗の利活用

②キャッシュレス決済

③かみたん号の予約

④公正証書作成の補助

３．田
た

﨑
さき

幸
ゆき

夫
お

 議員 ………………………… P11

①職員の退職（離職）　②人事評価

４．鶴
つる

見
み

典
のりあき

明 議員 ………………………… P11

①ゴミの不法投棄防止　②こどもの居場所

５．隅
すみうち

内和
かず

男
お

 議員 ………………………… P12

①ｅスポーツ

②「ＯＲＩＧＡＭＩのまちかみのかわ」の

　今後の展開

６．松
まつもと

本信
のぶあき

明 議員 ………………………… P12

①道路維持事業

②民法第２３３条改正後の対応

７．勝
かつやま

山修
しゅうすけ

輔 議員 ………………………… P13

①いきいきプラザの指定管理

②いきいきプラザの累積赤字

③閉館時間の変更及び開館時間の短縮

８．志
し

鳥
どり

勝
かつのり

則 議員 ………………………… P13

①公共施設の指定管理　②町の監査

９．海
え

老
び

原
はら

友
とも

子
こ

 議員 ……………………… P14

①町民サービス　②気候変動対策

③物価高騰対策

（第194号）
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養
育
費
に
関
す
る
公
正
証
書
等

の
作
成
費
用
の
補
助
を
行
う
考

え
は
。

町
長
　
現
在
、
第
３
期
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
と
一

体
的
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推

進
計
画
の
策
定
を
昨
年
度
よ
り

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

国
の
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す

る
大
綱
で
掲
げ
て
い
る
子
供
の

貧
困
に
関
す
る
重
点
施
策
の
一

つ
で
も
あ
る
経
済
的
支
援
策
と

し
て
養
育
費
の
履
行
確
保
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
も
盛
り
込
む

こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
今
後

の
国
や
県
の
動
向
も
注
視
し
な

が
ら
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け

て
の
具
体
的
な
取
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
廃
食
用
油
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
う
考
え
は
。

町
長
　
廃
食
用
油
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と
で
焼
却
す
る
ご
み

の
量
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
策
定

予
定
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
の
中
に
、
廃
食
用
油
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
盛
り
込
む

予
定
と
し
て
お
り
、
実
施
内
容

に
つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

問答

上村 康幸 議員
かみむら やすゆき

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
自
治
体
広
報

ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
に
つ
い
て
、

今
後
、
町
民
へ
の
周
知
と
活
用

を
ど
の
よ
う
に
行
う
考
え
か
。

町
長
　
県
内
あ
る
い
は
全
国
の

広
報
紙
を
掲
載
す
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
町
で
は
マ
チ
イ
ロ
の

ほ
か
、Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
　
ｅ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ｓ
、
マ
イ
広
報
紙
と

計
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
の
サ
ー

ビ
ス
も
無
償
で
利
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、
本
町
に
お
住
ま
い
で

な
い
町
外
の
方
が
本
町
を
知
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
平
成
29
、
30
年
度
に
導
入

し
た
も
の
で
す
。

　
マ
チ
イ
ロ
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

町
民
の
皆
様
へ
積
極
的
に
周
知

す
る
考
え
は
現
在
の
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
有
効
な
活
用

方
法
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答 自
治
体
広
報
ア
プ
リ

「
マ
チ
イ
ロ
」
の
活
用

自
治
体
広
報
ア
プ
リ

「
マ
チ
イ
ロ
」
の
活
用

公
正
証
書
作
成
の
補
助

公
正
証
書
作
成
の
補
助

問答

篠塚 啓一 議員
しのづか けいいち

住
民
課
や
税
務
課
を
は
じ
め
と

し
た
役
場
窓
口
に
お
け
る
証
明

書
の
発
行
手
数
料
や
貸
し
館
の

手
数
料
の
支
払
い
に
つ
い
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入

を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
水
道
料
金
、
下
水
道
使

用
料
及
び
税
金
に
つ
い
て
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
納

付
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

更
に
、
税
金
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
よ
り
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
納
付
書
に
印
字
し
た
こ
と

に
よ
り
、
地
方
税
お
支
払
い
サ

イ
ト
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

も
納
付
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
上
三
川
町
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

役
場
窓
口
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

対
象
と
す
る
交
付
金
の
種
類
や

決
済
の
方
法
、
導
入
時
期
な
ど

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問答 キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

職
員
の
能
力
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
の
た
め
に
、
退
職
（
離

職
）
を
食
い
止
め
る
対
策
に
つ

い
て
町
の
対
応
は
。

町
長
　
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
全
て

の
退
職
者
の
退
職
理
由
を
詳
細

に
は
把
握
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
退
職
を
食
い
止
め
る
方

策
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
働
き
や
す
い
職
場
で

あ
る
こ
と
が
効
果
的
な
方
策
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

勤
務
条
件
や
服
務
に
関
し
て
は
、

国
、
県
に
準
じ
た
取
組
み
を
行

う
ほ
か
、
町
と
し
て
は
定
時
退

庁
日
を
設
定
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
を
促

進
す
る
な
ど
、
職
員
の
心
身
の

健
康
増
進
を
前
提
と
し
た
職
場

職
員
の
退
職
（
離
職
）

職
員
の
退
職
（
離
職
）

問答

被
評
価
者
は
、
評
価
に
対
し
て

不
信
感
は
な
い
か
。
ま
た
、
評

価
内
容
に
つ
い
て
十
分
に
説
明

を
受
け
て
理
解
し
て
い
る
か
。

町
長
　「
人
事
評
価
の
実
施
に

関
す
る
規
程
」
に
基
づ
き
人
事

評
価
を
行
っ
て
お
り
、
更
に
、

職
員
向
け
に
人
事
評
価
制
度
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
制
度
内

容
を
明
確
に
し
た
上
で
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
被
評
価
者
は

評
価
内
容
を
理
解
で
き
て
お
り
、

人
材
育
成
と
し
て
の
効
果
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問答 人
事
評
価

人
事
評
価

町
内
の
歩
道
や
路
肩
、
河
川
水

路
な
ど
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

が
目
立
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
、
改
善
に
つ

な
げ
て
い
く
の
か
。

町
長
　
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や

関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

早
期
発
見
及
び
早
期
対
応
、
啓

発
看
板
の
提
供
な
ど
に
よ
り
不

法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
と
清
潔
で
美
し
い
町
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
る
環
境
美
化
運

動
や
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
の

環
境
美
化
の
取
組
み
も
有
効
な

施
策
と
考
え
て
お
り
、
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
な
ど
と
併
せ
て
今
後

も
引
き
続
き
不
法
投
棄
の
防
止

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止

問答

田﨑 幸夫 議員
た さき ゆき お

こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
の
社
会
と

し
て
、若
者
が
身
体
的
・
精
神
的
・

社
会
的
に
幸
せ
な
状
態
（
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
で
生
活
が
送

れ
る
た
め
の
居
場
所
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

町
長
　
国
で
は
全
て
の
子
ど
も

が
安
全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
に
お
い
て
も

子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
学
校
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
な
ど

既
存
の
地
域
資
源
を
生
か
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
や
す
い

居
場
所
の
充
実
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問 こ
ど
も
の
居
場
所

こ
ど
も
の
居
場
所

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

鶴見 典明 議員
つる み のりあき

環
境
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

答

（第194号）
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養
育
費
に
関
す
る
公
正
証
書
等

の
作
成
費
用
の
補
助
を
行
う
考

え
は
。

町
長
　
現
在
、
第
３
期
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
と
一

体
的
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推

進
計
画
の
策
定
を
昨
年
度
よ
り

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

国
の
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す

る
大
綱
で
掲
げ
て
い
る
子
供
の

貧
困
に
関
す
る
重
点
施
策
の
一

つ
で
も
あ
る
経
済
的
支
援
策
と

し
て
養
育
費
の
履
行
確
保
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
も
盛
り
込
む

こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
今
後

の
国
や
県
の
動
向
も
注
視
し
な

が
ら
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け

て
の
具
体
的
な
取
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
廃
食
用
油
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
う
考
え
は
。

町
長
　
廃
食
用
油
を
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と
で
焼
却
す
る
ご
み

の
量
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
策
定

予
定
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
の
中
に
、
廃
食
用
油
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
盛
り
込
む

予
定
と
し
て
お
り
、
実
施
内
容

に
つ
い
て
現
在
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

廃
食
用
油
の
リ
サ
イ
ク
ル

問答

上村 康幸 議員
かみむら やすゆき

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
自
治
体
広
報

ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
に
つ
い
て
、

今
後
、
町
民
へ
の
周
知
と
活
用

を
ど
の
よ
う
に
行
う
考
え
か
。

町
長
　
県
内
あ
る
い
は
全
国
の

広
報
紙
を
掲
載
す
る
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
町
で
は
マ
チ
イ
ロ
の

ほ
か
、Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
　
ｅ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
ｓ
、
マ
イ
広
報
紙
と

計
三
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
の
サ
ー

ビ
ス
も
無
償
で
利
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、
本
町
に
お
住
ま
い
で

な
い
町
外
の
方
が
本
町
を
知
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
平
成
29
、
30
年
度
に
導
入

し
た
も
の
で
す
。

　
マ
チ
イ
ロ
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

町
民
の
皆
様
へ
積
極
的
に
周
知

す
る
考
え
は
現
在
の
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
有
効
な
活
用

方
法
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答 自
治
体
広
報
ア
プ
リ

「
マ
チ
イ
ロ
」
の
活
用

自
治
体
広
報
ア
プ
リ

「
マ
チ
イ
ロ
」
の
活
用

公
正
証
書
作
成
の
補
助

公
正
証
書
作
成
の
補
助

問答

篠塚 啓一 議員
しのづか けいいち

住
民
課
や
税
務
課
を
は
じ
め
と

し
た
役
場
窓
口
に
お
け
る
証
明

書
の
発
行
手
数
料
や
貸
し
館
の

手
数
料
の
支
払
い
に
つ
い
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入

を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
水
道
料
金
、
下
水
道
使

用
料
及
び
税
金
に
つ
い
て
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
用
い
て
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
納

付
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

更
に
、
税
金
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
よ
り
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
納
付
書
に
印
字
し
た
こ
と

に
よ
り
、
地
方
税
お
支
払
い
サ

イ
ト
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

も
納
付
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
上
三
川
町
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

役
場
窓
口
で
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

対
象
と
す
る
交
付
金
の
種
類
や

決
済
の
方
法
、
導
入
時
期
な
ど

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問答 キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

職
員
の
能
力
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
の
た
め
に
、
退
職
（
離

職
）
を
食
い
止
め
る
対
策
に
つ

い
て
町
の
対
応
は
。

町
長
　
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

は
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

す
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
全
て

の
退
職
者
の
退
職
理
由
を
詳
細

に
は
把
握
は
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
退
職
を
食
い
止
め
る
方

策
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
困
難

で
す
が
、
働
き
や
す
い
職
場
で

あ
る
こ
と
が
効
果
的
な
方
策
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

勤
務
条
件
や
服
務
に
関
し
て
は
、

国
、
県
に
準
じ
た
取
組
み
を
行

う
ほ
か
、
町
と
し
て
は
定
時
退

庁
日
を
設
定
し
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
を
促

進
す
る
な
ど
、
職
員
の
心
身
の

健
康
増
進
を
前
提
と
し
た
職
場

職
員
の
退
職
（
離
職
）

職
員
の
退
職
（
離
職
）

問答

被
評
価
者
は
、
評
価
に
対
し
て

不
信
感
は
な
い
か
。
ま
た
、
評

価
内
容
に
つ
い
て
十
分
に
説
明

を
受
け
て
理
解
し
て
い
る
か
。

町
長
　「
人
事
評
価
の
実
施
に

関
す
る
規
程
」
に
基
づ
き
人
事

評
価
を
行
っ
て
お
り
、
更
に
、

職
員
向
け
に
人
事
評
価
制
度
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
制
度
内

容
を
明
確
に
し
た
上
で
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
被
評
価
者
は

評
価
内
容
を
理
解
で
き
て
お
り
、

人
材
育
成
と
し
て
の
効
果
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問答 人
事
評
価

人
事
評
価

町
内
の
歩
道
や
路
肩
、
河
川
水

路
な
ど
へ
の
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

が
目
立
っ
て
い
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
、
改
善
に
つ

な
げ
て
い
く
の
か
。

町
長
　
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や

関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

早
期
発
見
及
び
早
期
対
応
、
啓

発
看
板
の
提
供
な
ど
に
よ
り
不

法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。ま

た
、
快
適
な
生
活
環
境
の

確
保
と
清
潔
で
美
し
い
町
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
る
環
境
美
化
運

動
や
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
の

環
境
美
化
の
取
組
み
も
有
効
な

施
策
と
考
え
て
お
り
、
パ
ト
ロ
ー

ル
の
実
施
な
ど
と
併
せ
て
今
後

も
引
き
続
き
不
法
投
棄
の
防
止

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
防
止

問答

田﨑 幸夫 議員
た さき ゆき お

こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
の
社
会
と

し
て
、若
者
が
身
体
的
・
精
神
的
・

社
会
的
に
幸
せ
な
状
態
（
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
で
生
活
が
送

れ
る
た
め
の
居
場
所
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。

町
長
　
国
で
は
全
て
の
子
ど
も

が
安
全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

居
場
所
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
に
お
い
て
も

子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
学
校
や
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
な
ど

既
存
の
地
域
資
源
を
生
か
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
利
用
し
や
す
い

居
場
所
の
充
実
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問 こ
ど
も
の
居
場
所

こ
ど
も
の
居
場
所

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

鶴見 典明 議員
つる み のりあき

環
境
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

答

（第194号）

かみのかわ議会だより　2024.8.111



本
年
の
計
画
と
現
在
の
進
捗
は
。

都
市
建
設
課
長
　
幹
線
道
路
に

つ
い
て
は
令
和
３
年
度
に
実
施

し
た
路
面
性
状
調
査
結
果
に
基

づ
き
、
計
画
的
に
舗
装
修
繕
を

実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
４

路
線
、
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
を

行
う
予
定
で
す
。
今
年
度
末
の

進
捗
率
は
約
５
割
と
な
り
、
計

画
期
間
の
令
和
８
年
度
ま
で
に

完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
方
々

か
ら
の
情
報
を
基
に
、
軽
微
な

修
繕
は
職
員
の
直
営
作
業
に
よ

り
、
職
員
に
よ
る
補
修
が
困
難

な
場
合
は
道
路
維
持
管
理
業
務

委
託
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
世
代
間
の
交

流
の
場
と
し
て
も
、
新
た
な
雇

用
の
創
生
に
お
い
て
も
、
更
に

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
対
策
に

お
い
て
も
可
能
性
を
秘
め
た
分

野
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
講
座
と
し
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に

着
目
し
た
の
は
、
世
代
間
の
交

流
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
的
に
は

在
宅
で
の
受
講
可
能
な
講
座
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
理

由
で
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に

な
っ
て
い
る
若
年
層
が
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
び
受
講

す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
問
題

解
決
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
考

え
も
あ
り
ま
す
。
雇
用
創
生
ま

で
考
え
は
及
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
対
策
と

ｅ
ス
ポ
ー
ツ

ｅ
ス
ポ
ー
ツ

「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
ま
ち
　

か
み
の
か
わ
」
の
今
後
の
展
開

「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
ま
ち
　

か
み
の
か
わ
」
の
今
後
の
展
開

問答

隅内 和男 議員
すみうち かず お

問答

道
路
維
持
事
業

道
路
維
持
事
業

民
法
第
２
３
３
条
改
正
後
の

対
応
民
法
第
２
３
３
条
改
正
後
の

対
応

問答

勝山 修輔 議員
かつやま しゅうすけ

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
民
法
第
２
３
３
条
に
お

い
て
、
越
境
し
た
竹
木
の
枝
を

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合

に
、
自
ら
切
り
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
昨
年

度
町
民
か
ら
越
境
し
た
竹
木
に

つ
い
て
の
相
談
件
数
と
内
容
は
。

地
域
生
活
課
長
　
令
和
５
年
４

月
１
日
に
改
正
さ
れ
た
民
法
第

２
３
３
条
で
は
、
隣
地
に
越
境

し
た
竹
木
に
つ
い
て
、
原
則
は

従
来
ど
お
り
所
有
者
に
切
除
を

求
め
る
べ
き
と
し
て
い
ま
す
が
、

催
促
し
て
も
越
境
し
た
枝
が
切

除
さ
れ
な
い
場
合
や
、
竹
木
の

所
有
者
や
そ
の
所
在
が
分
か
ら

な
い
場
合
等
に
は
、
越
境
さ
れ

て
い
る
土
地
の
所
有
者
が
そ
の

枝
を
切
除
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
地
域
生
活
課
で
の

相
談
件
数
は
10
件
、
主
な
相
談

内
容
は
、
隣
地
か
ら
の
越
境
で

し
た
。

問答

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
施
設
等
の

開
館
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
っ

て
い
る
の
か
。

令
和
６
年
２
月
14
日
の
試
算
で
、

開
館
時
間
の
短
縮
後
の
試
算
に

変
更
さ
れ
た
理
由
は
。
　

町
長
　
上
三
川
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
の
開
館
時
間
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
よ
り
、
日
曜
日
及
び
祝

日
の
閉
館
時
間
を
午
後
９
時
か

ら
午
後
７
時
へ
と
早
め
る
な
ど

一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。
施
設

経
営
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
中
、

運
営
継
続
の
た
め
に
指
定
管
理

者
か
ら
複
数
の
収
益
改
善
策
が

提
案
さ
れ
、
町
と
指
定
管
理
者

で
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
早
期

の
改
善
を
図
る
た
め
、
着
手
で

閉
館
時
間
の
変
更
及
び

開
館
時
間
の
短
縮

閉
館
時
間
の
変
更
及
び

開
館
時
間
の
短
縮

問答

15
年
間
の
指
定
管
理
費
に
加
え
、

自
主
事
業
で
の
売
上
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
累
積
赤
字
に
な

っ
た
こ
と
に
対
し
て
町
の
見
解

は
。

町
長
　
指
定
管
理
事
業
の
収
支

決
算
が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
状

況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
休
館
要
請
に
伴

う
利
用
者
数
減
の
影
響
が
残
っ

て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
事
業
に

つ
い
て
も
、
同
様
の
影
響
を
受

け
て
お
り
、
令
和
２
年
度
以
降

の
各
年
度
の
決
算
は
赤
字
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
収
支
状
況
の
中
、

安
定
し
た
施
設
運
営
と
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
第
一
義
的
に
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
者

と
協
議
し
な
が
ら
、
収
支
の
改

善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問答 い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の

累
積
赤
字

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の

累
積
赤
字

町
立
図
書
館
（
令
和
６
年
度
指

定
管
理
費
６
１
４
７
万
千
円
）
、

上
三
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
令

和
６
年
度
指
定
管
理
費
２
億
３

４
６
７
万
４
千
円
）
の
指
定
管

理
内
容
と
予
算
の
執
行
内
容
に

つ
い
て
は
。

町
長
　
町
立
図
書
館
の
指
定
管

理
内
容
に
つ
い
て
は
、
図
書
館

資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・

閲
覧
・
貸
出
等
に
関
す
る
業
務
、

図
書
館
の
利
用
及
び
そ
の
制
限

に
関
す
る
業
務
、
図
書
館
の
施

設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関

す
る
業
務
、
そ
の
他
図
書
館
の

管
理
に
関
し
、
教
育
委
員
会
が

必
要
と
認
め
る
業
務
に
な
り
ま

す
。予

算
執
行
の
主
な
内
容
は
、

職
員
の
人
件
費
等
に
３
５
１
５

万
円
、
図
書
館
用
品
等
や
雑
誌

公
共
施
設
の
指
定
管
理

公
共
施
設
の
指
定
管
理

問答

松本 信明 議員
まつもと のぶあき

し
て
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ま

す
。

「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
ま
ち
　

か
み
の
か
わ
」
の
定
着
度
や
認

知
度
は
十
分
と
考
え
る
か
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
に
学
校
教
育

や
高
齢
者
福
祉
の
分
野
に
お
け

る
折
り
紙
の
導
入
や
、
町
内
外

の
個
人
・
法
人
な
ど
多
く
の
方

と
の
協
働
に
よ
り
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｍ
Ｉ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

な
ど
を
進
め
て
き
た
中
で
、
上

三
川
町
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
折
り
紙
作
品
の
寄
贈
や

折
り
紙
を
生
か
し
た
取
組
み
に

ア
イ
デ
ア
を
提
供
い
た
だ
く
な

ど
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

関
係
人
口
の
創
出
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
栃
木
県
誕
生
１
５

０
年
記
念
県
民
の
日
イ
ベ
ン
ト

に
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
ま
ち
か

み
の
か
わ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た

際
は
、「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の

ま
ち
と
し
て
進
め
て
い
る
こ
と

を
認
知
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く

立
ち
寄
ら
れ
た
」
と
報
告
を
受

け
て
お
り
、
確
実
に
定
着
度
や

認
知
度
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

志鳥 勝則 議員
し どり かつのり

き
る
と
こ
ろ
か
ら
速
や
か
に
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

変
更
承
認
申
請
に
対
し
て
町
が

承
認
を
し
た
も
の
で
す
。

代
等
を
含
む
消
耗
品
費
に
３
６

５
万
円
、
光
熱
水
費
に
４
３
８

万
円
、
施
設
管
理
費
等
の
委
託

料
に
６
３
１
万
６
千
円
、
図
書

資
料
費
等
の
備
品
購
入
費
に
５

２
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
三
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の

指
定
管
理
内
容
に
つ
い
て
は
、

敷
地
内
の
維
持
管
理
業
務
と
し

て
、
清
掃
や
警
備
の
実
施
及
び

施
設
・
設
備
の
保
守
点
検
や
修

繕
等
の
業
務
、
施
設
利
用
に
係

る
運
営
業
務
と
し
て
、
浴
室
や

プ
ー
ル
・
マ
シ
ン
ジ
ム
等
の
管

理
運
営
及
び
会
議
等
の
施
設
利

用
許
可
に
関
す
る
業
務
等
に
な

り
ま
す
。

予
算
執
行
の
主
な
内
容
は
、

職
員
の
人
件
費
等
に
６
０
３
０

万
７
千
円
、
事
務
費
又
は
消
耗

品
費
等
に
８
２
５
万
６
千
円
、

使
用
料
及
び
賃
借
料
と
し
て
４

２
９
万
７
千
円
、
光
熱
水
費
に

８
８
０
０
万
円
、
施
設
管
理
費

等
の
委
託
料
に
１
億
１
５
２
０

万
４
千
円
、
法
人
税
等
公
課
費

と
し
て
５
８
８
万
円
、
施
設
の

修
繕
費
２
３
７
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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本
年
の
計
画
と
現
在
の
進
捗
は
。

都
市
建
設
課
長
　
幹
線
道
路
に

つ
い
て
は
令
和
３
年
度
に
実
施

し
た
路
面
性
状
調
査
結
果
に
基

づ
き
、
計
画
的
に
舗
装
修
繕
を

実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
４

路
線
、
約
７
０
０
メ
ー
ト
ル
を

行
う
予
定
で
す
。
今
年
度
末
の

進
捗
率
は
約
５
割
と
な
り
、
計

画
期
間
の
令
和
８
年
度
ま
で
に

完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
域
の
方
々

か
ら
の
情
報
を
基
に
、
軽
微
な

修
繕
は
職
員
の
直
営
作
業
に
よ

り
、
職
員
に
よ
る
補
修
が
困
難

な
場
合
は
道
路
維
持
管
理
業
務

委
託
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、
世
代
間
の
交

流
の
場
と
し
て
も
、
新
た
な
雇

用
の
創
生
に
お
い
て
も
、
更
に

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
対
策
に

お
い
て
も
可
能
性
を
秘
め
た
分

野
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
講
座
と
し
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に

着
目
し
た
の
は
、
世
代
間
の
交

流
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
的
に
は

在
宅
で
の
受
講
可
能
な
講
座
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
理

由
で
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に

な
っ
て
い
る
若
年
層
が
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
び
受
講

す
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
問
題

解
決
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
考

え
も
あ
り
ま
す
。
雇
用
創
生
ま

で
考
え
は
及
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
対
策
と

ｅ
ス
ポ
ー
ツ

ｅ
ス
ポ
ー
ツ

「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
ま
ち
　

か
み
の
か
わ
」
の
今
後
の
展
開

「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
ま
ち
　

か
み
の
か
わ
」
の
今
後
の
展
開

問答

隅内 和男 議員
すみうち かず お

問答

道
路
維
持
事
業

道
路
維
持
事
業

民
法
第
２
３
３
条
改
正
後
の

対
応
民
法
第
２
３
３
条
改
正
後
の

対
応

問答

勝山 修輔 議員
かつやま しゅうすけ

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
民
法
第
２
３
３
条
に
お

い
て
、
越
境
し
た
竹
木
の
枝
を

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合

に
、
自
ら
切
り
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
昨
年

度
町
民
か
ら
越
境
し
た
竹
木
に

つ
い
て
の
相
談
件
数
と
内
容
は
。

地
域
生
活
課
長
　
令
和
５
年
４

月
１
日
に
改
正
さ
れ
た
民
法
第

２
３
３
条
で
は
、
隣
地
に
越
境

し
た
竹
木
に
つ
い
て
、
原
則
は

従
来
ど
お
り
所
有
者
に
切
除
を

求
め
る
べ
き
と
し
て
い
ま
す
が
、

催
促
し
て
も
越
境
し
た
枝
が
切

除
さ
れ
な
い
場
合
や
、
竹
木
の

所
有
者
や
そ
の
所
在
が
分
か
ら

な
い
場
合
等
に
は
、
越
境
さ
れ

て
い
る
土
地
の
所
有
者
が
そ
の

枝
を
切
除
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
地
域
生
活
課
で
の

相
談
件
数
は
10
件
、
主
な
相
談

内
容
は
、
隣
地
か
ら
の
越
境
で

し
た
。

問答

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の
施
設
等
の

開
館
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
、

町
は
ど
の
よ
う
な
見
解
を
も
っ

て
い
る
の
か
。

令
和
６
年
２
月
14
日
の
試
算
で
、

開
館
時
間
の
短
縮
後
の
試
算
に

変
更
さ
れ
た
理
由
は
。
　

町
長
　
上
三
川
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
の
開
館
時
間
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
よ
り
、
日
曜
日
及
び
祝

日
の
閉
館
時
間
を
午
後
９
時
か

ら
午
後
７
時
へ
と
早
め
る
な
ど

一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。
施
設

経
営
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
中
、

運
営
継
続
の
た
め
に
指
定
管
理

者
か
ら
複
数
の
収
益
改
善
策
が

提
案
さ
れ
、
町
と
指
定
管
理
者

で
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
早
期

の
改
善
を
図
る
た
め
、
着
手
で

閉
館
時
間
の
変
更
及
び

開
館
時
間
の
短
縮

閉
館
時
間
の
変
更
及
び

開
館
時
間
の
短
縮

問答

15
年
間
の
指
定
管
理
費
に
加
え
、

自
主
事
業
で
の
売
上
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
累
積
赤
字
に
な

っ
た
こ
と
に
対
し
て
町
の
見
解

は
。

町
長
　
指
定
管
理
事
業
の
収
支

決
算
が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
状

況
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
休
館
要
請
に
伴

う
利
用
者
数
減
の
影
響
が
残
っ

て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
事
業
に

つ
い
て
も
、
同
様
の
影
響
を
受

け
て
お
り
、
令
和
２
年
度
以
降

の
各
年
度
の
決
算
は
赤
字
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
収
支
状
況
の
中
、

安
定
し
た
施
設
運
営
と
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
第
一
義
的
に
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
者

と
協
議
し
な
が
ら
、
収
支
の
改

善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問答 い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の

累
積
赤
字

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の

累
積
赤
字

町
立
図
書
館
（
令
和
６
年
度
指

定
管
理
費
６
１
４
７
万
千
円
）
、

上
三
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
令

和
６
年
度
指
定
管
理
費
２
億
３

４
６
７
万
４
千
円
）
の
指
定
管

理
内
容
と
予
算
の
執
行
内
容
に

つ
い
て
は
。

町
長
　
町
立
図
書
館
の
指
定
管

理
内
容
に
つ
い
て
は
、
図
書
館

資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・

閲
覧
・
貸
出
等
に
関
す
る
業
務
、

図
書
館
の
利
用
及
び
そ
の
制
限

に
関
す
る
業
務
、
図
書
館
の
施

設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関

す
る
業
務
、
そ
の
他
図
書
館
の

管
理
に
関
し
、
教
育
委
員
会
が

必
要
と
認
め
る
業
務
に
な
り
ま

す
。予

算
執
行
の
主
な
内
容
は
、

職
員
の
人
件
費
等
に
３
５
１
５

万
円
、
図
書
館
用
品
等
や
雑
誌

公
共
施
設
の
指
定
管
理

公
共
施
設
の
指
定
管
理

問答

松本 信明 議員
まつもと のぶあき

し
て
の
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ま

す
。

「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
ま
ち
　

か
み
の
か
わ
」
の
定
着
度
や
認

知
度
は
十
分
と
考
え
る
か
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
に
学
校
教
育

や
高
齢
者
福
祉
の
分
野
に
お
け

る
折
り
紙
の
導
入
や
、
町
内
外

の
個
人
・
法
人
な
ど
多
く
の
方

と
の
協
働
に
よ
り
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ

Ｍ
Ｉ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

な
ど
を
進
め
て
き
た
中
で
、
上

三
川
町
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
折
り
紙
作
品
の
寄
贈
や

折
り
紙
を
生
か
し
た
取
組
み
に

ア
イ
デ
ア
を
提
供
い
た
だ
く
な

ど
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

関
係
人
口
の
創
出
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
栃
木
県
誕
生
１
５

０
年
記
念
県
民
の
日
イ
ベ
ン
ト

に
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
ま
ち
か

み
の
か
わ
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た

際
は
、「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の

ま
ち
と
し
て
進
め
て
い
る
こ
と

を
認
知
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く

立
ち
寄
ら
れ
た
」
と
報
告
を
受

け
て
お
り
、
確
実
に
定
着
度
や

認
知
度
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

志鳥 勝則 議員
し どり かつのり

き
る
と
こ
ろ
か
ら
速
や
か
に
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

変
更
承
認
申
請
に
対
し
て
町
が

承
認
を
し
た
も
の
で
す
。

代
等
を
含
む
消
耗
品
費
に
３
６

５
万
円
、
光
熱
水
費
に
４
３
８

万
円
、
施
設
管
理
費
等
の
委
託

料
に
６
３
１
万
６
千
円
、
図
書

資
料
費
等
の
備
品
購
入
費
に
５

２
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

上
三
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
の

指
定
管
理
内
容
に
つ
い
て
は
、

敷
地
内
の
維
持
管
理
業
務
と
し

て
、
清
掃
や
警
備
の
実
施
及
び

施
設
・
設
備
の
保
守
点
検
や
修

繕
等
の
業
務
、
施
設
利
用
に
係

る
運
営
業
務
と
し
て
、
浴
室
や

プ
ー
ル
・
マ
シ
ン
ジ
ム
等
の
管

理
運
営
及
び
会
議
等
の
施
設
利

用
許
可
に
関
す
る
業
務
等
に
な

り
ま
す
。

予
算
執
行
の
主
な
内
容
は
、

職
員
の
人
件
費
等
に
６
０
３
０

万
７
千
円
、
事
務
費
又
は
消
耗

品
費
等
に
８
２
５
万
６
千
円
、

使
用
料
及
び
賃
借
料
と
し
て
４

２
９
万
７
千
円
、
光
熱
水
費
に

８
８
０
０
万
円
、
施
設
管
理
費

等
の
委
託
料
に
１
億
１
５
２
０

万
４
千
円
、
法
人
税
等
公
課
費

と
し
て
５
８
８
万
円
、
施
設
の

修
繕
費
２
３
７
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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町
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
窓
口

に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入

の
考
え
は
あ
る
か
。

町
長
　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
は
、

集
音
器
で
増
幅
さ
せ
た
音
を
耳

の
円
筒
形
の
軟
骨
を
振
動
さ
せ

て
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
高
齢

の
方
な
ど
の
聞
こ
え
づ
ら
さ
を

緩
和
で
き
る
も
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
窓
口
業
務
に
お
け
る

会
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
大

き
な
声
を
出
す
必
要
が
な
く
な

る
た
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
一
般
向
け
に
商
品
化

さ
れ
た
の
を
機
に
、
自
治
体
で

も
導
入
し
て
い
る
事
例
が
あ
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
こ
れ
ま
で
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骨
伝
導
イ
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サ
ー
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策

物
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騰
対
策

問答
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ホ
ン
導
入
の
検
討
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
自
治

体
等
に
お
け
る
先
行
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
導
入
の
必
要
性

を
見
極
め
て
い
き
ま
す
。
　
　

　
　

各
学
校
、
公
共
施
設
に
生
理
用

ナ
プ
キ
ン
を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
と
同
じ
よ
う
に
配
置
し
て

は
ど
う
か
。

町
長
　
近
年
の
社
会
情
勢
に
お

い
て
、
学
校
や
公
共
施
設
に
生

理
用
品
を
配
置
す
る
こ
と
は
、

利
用
者
の
経
済
的
な
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
一
定

の
効
果
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
、
町
の
人
口
の
約
半

数
は
男
性
で
あ
る
こ
と
や
、
公

共
施
設
の
利
用
頻
度
が
少
な
い

女
性
が
い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮

す
る
と
、
生
理
用
品
で
の
物
価

高
騰
対
策
の
恩
恵
は
、
一
部
の

人
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う

と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
　

　
公
共
施
設
へ
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

の
優
位
性
や
事
業
効
果
な
ど
を

調
査
・
研
究
し
た
上
で
、
実
施

の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

◆ゼロカーボンシティ（P10、上村議員）
環境省において、ゼロカーボンシティとは「2050年に

CO2（二酸化炭素）を実質ゼロにすることを目指す旨を首
長自らが又は地方自治体として公表された地方自治体」と
定義されており、本町も2023年3月16日、町長が「2050
年二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す」ことを表明した。
※「二酸化炭素を実質ゼロにする」とは、二酸化炭素の排出量
と吸収量とを均衡させ、排出量を差し引きゼロにすること。

◆DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）（P10、篠塚議員）
「デジタル技術を社会に浸透させて、人々の生活をより良

いものへと変革すること」を意味し、自治体においては「行
政サービスにおいて、デジタル技術やデータを活用して住
民の利便性を向上させること」及び、「デジタル技術やAI等
の活用により業務効率化を図り、人的資源を行政サービス
の更なる向上に繋げていくこと」が求められる。
｠
◆こどもまんなか社会（P11、鶴見議員）

令和5年4月「こども家庭庁」が創立され、“常にこどもの
最善の利益を第一に考え、こどもに関する取組・政策を我
が国社会の真ん中に据えて（こどもまんなか社会）、こども
の視点で、こどもを取り巻くあらゆる環境を視野に入れ、
こどもの権利を保障し、こどもを誰一人取り残さず、健や
かな成長を社会全体で後押しする”ことが、こども政策の
基本方針として示された。

消防庁が発表した「令和５年中の救急出動件数等（速報値）」によると、令和５年中の救急自動車

による救急出動件数は、全国で763万7,967件（対前年比40万8,395件増、5.6％増）、搬送人員

は663万9,959人（対前年比42万2,676人増、6.8％増）で救急出動件数、搬送人員ともに対

前年比で増加し、集計開始以来、最多となりました。

～町内の小学校３年生が議場見学に来てくれました～

　議会傍聴においでいただきあ
りがとうございました。次回の定
例会は９月です。
　日程が決まり次第、議会ホーム
ページでお知らせいたします。
　ぜひ、議会傍聴にお越しくだ
さい。

傍聴者46人

議会のしくみや会議の
結果など、議会の最新
情報を掲載しています。
ぜひ、ご覧ください！

見にこ～や～！

救急車の適正利用について

未来の議員さん？

救急出動件数、搬送人員とも過去最多！

海老原 友子 議員
え び はら とも こ

お知らせ

「救急車（119番）を呼んで良いのか」
   判断に迷ったときは・・・

１．「かかりつけ医」に相談しましょう。
２．お近くの救急相談窓口に相談しましょう。

※医師・看護師・相談員が病気やケガの症状を
確認し、最適な対処法等を案内してくれます。

 

最新情報やマニュアルは、消防庁ホームページ
（https://www.fdma.go.jp/）で確認してください。

※消防庁発表の「令和５年中の救急出動件数等（速報値）」より抜粋

石橋地区消防組合（下野・壬生・上三川）
管内の救急出動件数

救急出動件数 増減

ー

905

347

4,416件

5,321件

5,668件

令和3年

令和4年

令和5年

　救急車の出動件数・搬送人員数の増加に
伴い、救急隊の現場までの到着時間も遅く
なっています。また、救急車で搬送された
人の約半数が、入院を必要としない軽度と
いう現状もあります。　　
　地域での救急車の台数は限られている
ため、緊急性の高い症状の方にできるだけ
早く救急車が到着できるよう、救急車の適
時・適切な利用に心がけましょう。

一般質問中の用語の解説

　・救急安心センター（15歳以上）　→♯7119
　・とちぎ子ども救急電話相談 　→♯8000　
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◆ゼロカーボンシティ（P10、上村議員）
環境省において、ゼロカーボンシティとは「2050年に

CO2（二酸化炭素）を実質ゼロにすることを目指す旨を首
長自らが又は地方自治体として公表された地方自治体」と
定義されており、本町も2023年3月16日、町長が「2050
年二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す」ことを表明した。
※「二酸化炭素を実質ゼロにする」とは、二酸化炭素の排出量
と吸収量とを均衡させ、排出量を差し引きゼロにすること。

◆DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）（P10、篠塚議員）
「デジタル技術を社会に浸透させて、人々の生活をより良

いものへと変革すること」を意味し、自治体においては「行
政サービスにおいて、デジタル技術やデータを活用して住
民の利便性を向上させること」及び、「デジタル技術やAI等
の活用により業務効率化を図り、人的資源を行政サービス
の更なる向上に繋げていくこと」が求められる。
｠
◆こどもまんなか社会（P11、鶴見議員）

令和5年4月「こども家庭庁」が創立され、“常にこどもの
最善の利益を第一に考え、こどもに関する取組・政策を我
が国社会の真ん中に据えて（こどもまんなか社会）、こども
の視点で、こどもを取り巻くあらゆる環境を視野に入れ、
こどもの権利を保障し、こどもを誰一人取り残さず、健や
かな成長を社会全体で後押しする”ことが、こども政策の
基本方針として示された。

消防庁が発表した「令和５年中の救急出動件数等（速報値）」によると、令和５年中の救急自動車

による救急出動件数は、全国で763万7,967件（対前年比40万8,395件増、5.6％増）、搬送人員

は663万9,959人（対前年比42万2,676人増、6.8％増）で救急出動件数、搬送人員ともに対

前年比で増加し、集計開始以来、最多となりました。

～町内の小学校３年生が議場見学に来てくれました～

　議会傍聴においでいただきあ
りがとうございました。次回の定
例会は９月です。
　日程が決まり次第、議会ホーム
ページでお知らせいたします。
　ぜひ、議会傍聴にお越しくだ
さい。

傍聴者46人

議会のしくみや会議の
結果など、議会の最新
情報を掲載しています。
ぜひ、ご覧ください！

見にこ～や～！

救急車の適正利用について

未来の議員さん？

救急出動件数、搬送人員とも過去最多！

海老原 友子 議員
え び はら とも こ

お知らせ

「救急車（119番）を呼んで良いのか」
   判断に迷ったときは・・・

１．「かかりつけ医」に相談しましょう。
２．お近くの救急相談窓口に相談しましょう。

※医師・看護師・相談員が病気やケガの症状を
確認し、最適な対処法等を案内してくれます。

 

最新情報やマニュアルは、消防庁ホームページ
（https://www.fdma.go.jp/）で確認してください。

※消防庁発表の「令和５年中の救急出動件数等（速報値）」より抜粋

石橋地区消防組合（下野・壬生・上三川）
管内の救急出動件数

救急出動件数 増減

ー

905

347

4,416件

5,321件

5,668件

令和3年

令和4年

令和5年

　救急車の出動件数・搬送人員数の増加に
伴い、救急隊の現場までの到着時間も遅く
なっています。また、救急車で搬送された
人の約半数が、入院を必要としない軽度と
いう現状もあります。　　
　地域での救急車の台数は限られている
ため、緊急性の高い症状の方にできるだけ
早く救急車が到着できるよう、救急車の適
時・適切な利用に心がけましょう。

一般質問中の用語の解説

　・救急安心センター（15歳以上）　→♯7119
　・とちぎ子ども救急電話相談 　→♯8000　
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か
み
の
か
わ
議
会
だ
よ
り「
ぎ
か
い
か
ら
未
来

へ
」を
最
後
ま
で
ご
一
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

前
号
よ
り
愛
称
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、町
民
の

皆
様
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
と
な
る

よ
う
刷
新
し
ま
し
た
が
、高
評
価
の
声
を
頂
き
、

一
層
編
集
へ
の
意
欲
が
高
ま
り
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
は
、一
般
会
計
・

特
別
会
計
補
正
予
算
等
に
つ
い
て
、慎
重
に
審

議
・
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、一
般
質
問
で
は
、九
名
が
登
壇
し
て
論

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、議
会
の
活
性
化
が
図
ら
れ

ま
し
た
。議
会
だ
よ
り
に
は
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、全
内
容
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
も
、更
に
充
実
し
た
内
容
で
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
隅
内
）

編
集

後
記

広
報
委
員
会

　
　
　
　委
員
長

　
　松
本

　信
明

　
　
　副
委
員
長

　
　鶴
見

　典
明

　
　
　
　
　委
員

　
　隅
内

　和
男

　
　
　
　
　委
員

　
　上
村

　康
幸

　
　
　
　
　委
員

　
　小
川

　公
威

答えは、次の「かみのかわ議会だより（11月発行）」を見てね！　次の号もお楽しみに♪

読んで答えを見つけよう！

？？ ？？
？
？ ？

？
？
？
？？

？ ？
クイズ！！

　今月号のどこかのページ
に答えが載ってるよ！何問
わかるかな？

ぎかいから未来へ

かみのかわ  議会だより
KAMINOKAWA

No.194
令和6年8月

消防ポンプ自動車の金額は、      　　　　　万円！第 1 問

議場見学に来てくれたのは、小学      年生！第 4 問

第 5 問

第 2 問 ６月定例会の会期日程は、  　　  日間！

６月定例会の傍聴者数は、   　　  人！　第 3 問

接種
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